
2026 年度 ANU-RU Visiting Researcher’s Program（派遣スキーム） 公募要領 
 

本大学は 2014 年 7 月にオーストラリア国立大学(ANU)との連携・共同に関する覚書を締結し、学生交流、

共同学士課程の検討、立命館アジア・日本研究機構およびアジア・日本研究所と ANU アジア太平洋学群と

の研究連携、教員・研究者の交流の具体化に向けて行うことを確認した。また 2019 年 4 月には、ANU と本

大学がデュアル・ディグリー（学部共同学位）プログラムの下で学修するグローバル教養学部を大阪いばら

きキャンパス（OIC）に開設した。 

ANU-RU Visiting Researcher’s Program は、2016 年度より ANU より研究者を本大学に受入れる「受入

スキーム」を開始し、2019 年度から大学の研究者を ANU へ派遣する「派遣スキーム」を実施している。 

 

ついては、以下の要領に基づき、ANU へ派遣する 2 名の研究者を学内から公募する。ANU において本大

学研究者と共同研究を希望する ANU 研究者（別途、ANU 内で学内公募を行う）のマッチングを実施して最

終的に派遣者を決定し、2026 年 5 月から順次研究部より応募者に採否を連絡する。 

 

１．対象となる研究領域とプログラム内容 

ANU の College of Asia & the Pacific での以下の研究領域に対して、ANU 研究者との共同研究を希望する

学内研究者 2 名を募集する。 

 

【研究領域】 

 Anthropology, Archaeology and Natural History, Asian Studies, Gender, Cultural and Media Studies, 

History, International Relations, Languages and Linguistics, Pacific Studies, Peace, Conflict and Human 

Security, Political Science, Politics, Society and Culture, Regional Security, Strategy and Diplomacy 

 

参考） 

Research areas:： https://asiapacific.anu.edu.au/research 

Schools and Centres in the ANU College of Asia and the Pacific (CAP): 

https://bellschool.anu.edu.au/ https://chl.anu.edu.au/ https://ciw.anu.edu.au/ 

 

【予算】 

 派遣スキームの実施に際しては、本大学からの派遣研究者 1 人あたり総額 AUD＄10,000 を ANU が負担す

る。本予算は本大学研究者の渡航費用、国内交通費、現地での滞在費、ANU 研究者との共同研究に使用する

ことができる。 

 

２．応募資格 

本プログラムへの応募にあたり、応募者は以下の要件を満たす必要がある。 

（１）立命館大学の教授、准教授、任期制教員（教授・准教授・講師・助教）、特任助教、特別契約教員（教授・

准教授）、特別招聘教員（教授・准教授）、特別招聘研究教員（教授・准教授）、研究教員（教授・准教授・

助教）、研究職員（専門研究員、研究員）、プロジェクト研究員＜日本学術振興会特別研究員（PD・RPD）

のみ＞、博士課程後期課程学生、一貫制博士課程三回生以上の学生、四年制博士課程学生。 

（２）2026 年 6 月～11 月の間で最大 3 か月間に ANU に滞在し、ANU の研究者との共同研究を希望する者。 

（滞在期間は申請者の希望に基づき、ANU 側と調整したうえで決定する。） 

https://asiapacific.anu.edu.au/research
https://bellschool.anu.edu.au/
https://chl.anu.edu.au/
https://ciw.anu.edu.au/


（３）応募に際して、学部・研究科所属者は学部長・研究科長／研究機構所属者は受入教員／博士課程後期課

程の学生は指導教員の承諾を得ていることを条件とする。 

 

３．派遣期間 

2026 年 6 月～11 月の間で最大 3 か月間。 

ANU の学年暦は、5 月末に第 1 セメスターが終了し、第 2 セメスターは 7 月末から 11 月上旬となる。前年度

実績では、セメスター期間外には ANU の研究者が不在となる傾向があるため、ANU 側の研究者との交流に

はセメスター期間中の派遣が望ましい。申請者は、申請書に派遣希望期間を明記すること。 

 

 
図 ANU 学年暦概略図 

４．応募方法 

所定の申請調書（様式は Faculty Portal ダウンロード）に記入し、業績書（様式自由）、所属長承諾書（所

属長の押印またはサイン済みの書類の PDF）を添付の上、下記提出先までメール提出のこと。 

募集期間：2026 年 3 月 9 日（月）～2026 年 4 月 13 日（月）正午 

提出先：app-dest@st.ritsumei.ac.jp（担当：RARA オフィス 中川 内線：510－2417） 

 

５．スケジュール（予定） 

2026 年 3 月 9 日（月） 公募開始  

2026 年 4 月 13 日（月）正午 公募締切 

2026 年 4 月下旬から 5 月中旬 ANU で研究者のマッチング実施 

2026 年 5 月中旬から順次 研究部より応募者に採否を通知 

2026 年 6 月下旬 研究委員会にて報告 

2026 年 6 月～11 月 採択者の ANU 派遣、共同研究実施 

 
6．派遣期間終了後の対応 

採択者は、派遣期間終了後、1 か月以内に以下の対応を行うものとする。 

・プログラム派遣報告書を提出すること。 

・ANU 滞在期間中に構築した研究者ネットワークをもとに、イギリスの大学評価機関 Quacquarelli 

Symonds (QS)が公表している大学ランキングの学術者評価調査（※）に回答可能な海外研究者を以下の

URL から登録すること。 

https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/research/member/rank/  
※QS 社の実施する学術者評価調査は、大学の教員・研究者に、自身の専門分野において「優秀な研究

を行っている大学（国内 10 大学、国外 30 大学まで）」を挙げるオンラインアンケートとなっており、

その回答結果がランキングに反映される。 

以上 

mailto:app-dest@st.ritsumei.ac.jp%EF%BC%88%E6%8B%85%E5%BD%93%EF%BC%9ARARA%E3%82%AA%E3%83%95%E3%82%A3%E3%82%B9
https://secure.ritsumei.ac.jp/staff-all/research/member/rank/

